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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語としての「主体性」の概念の成立と使用の歴史を、哲学、社会思想、文学
、美術、演劇、建築など多様な分野において、追跡したものである。それによって、日本が近代化に伴って経験した人
間理解の変化を、多様なアスペクトにおいて解明することができた。また海外の日本文化研究者との共同研究および出
版事業を通じて、日本におけるテクノロジーの発展と文化との関係についての知見を国際的に発信することができた。

研究成果の概要（英文）：This research followed the history of the Japanese philosophical concept known as 
"shutaisei" (subjectivity) through an interdisciplinary approach, in the fields of philosophy, 
literature, arts, drama, architecture etc. Consequently it clarified in various aspects the change in 
self&#8211;understanding that the Japanese people received through modernization for a century and a 
half. Additionally it explored the consequent relationship between culture and technology. This project 
was also approached internationally in cooperation with non-Japanese researchers of Japanese culture.

研究分野：哲学・精神史
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、2006 年度から 2年間継続したサン
トリー文化財団による助成に基づく共同研
究「1910－30 年代日本における《作ること》
の諸相とその精神史的意味」(研究代表者:伊
藤徹)、さらに二つの基盤研究(B)、すなわち
平成 19 年度「作ることの視点における
1910-40 年代日本近代化過程の思想史的研
究」(19320019)、同 21 年度「1890‐1950 年
代日本における《語り》についての学際的研
究」(21320021)を引き継ぐ形で企画された。
一連の研究は、近代化の動向である科学技術
化を《作る(ポイエーシス)》という人間の根
本可能性の先鋭化として捉えた上で、日本近
代の社会・文化の展開過程を、多ジャンルの
人文社会科学の研究者からなるグループに
よって学際的に考察することを共通の性格
としてきた。それは、近代化が文化全体を貫
く普遍的動向として学際性を要求すること
もさることながら、ともするとジャンルのノ
モスに捉われがちな知の在り方を絶えず反
省しなければならないという自覚に基づく
ことでもあった。持続的な研究活動は、こう
した志向を共有する参加者を加え、本研究を
構想する際の基本的なスタッフを構成した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、《作ること》の先鋭化としての科
学技術化への眼差しを基礎とし、近代化の中
心概念である「自己」が日本の近代化のなか
でいかに形造られてきたのかを、《主体性》
概念を機軸として、19世紀末における淵源か
ら 1970 年代の空虚化に到る過程を辿ること
によって、第二次世界大戦敗戦を境とする日
本の精神風土の断絶と連続とを、政治学、経
済学、歴史学、建築、美術工芸、文学、演劇、
哲学の各分野を横断するかたちで思想史的
に明らかにすることを目的とした。それによ
って高度経済成長期の思想史的研究への着
手点を確保するとともに、日本による植民地
支配とその崩壊とを経験した海外の知識人
層における自己のアイデンティティーの形
成過程などと比較検討することによって、日
本思想史の視野の拡大を目指した。さらに日
本思想史研究を国際的に発信すること、受信
することも目的の一つに加えた。 
 
３．研究の方法 
⑴京都工芸繊維大学造形工学部門・伊藤研究
室内に運営センターを設置し、情報の集積・
交換、その他事務手続きなどを行なった。 
⑵4 つの研究グループ(①社会との関係にお
ける自己 ②造形芸術における自己 ③フ
ィクションの産出と自己 ④哲学的反省と
自己)に研究分担者・協力者を配置して、情
報収集と分析を行なった。さらに国際的発信
のために海外共同研究者、研究の継続的発展
と補助のために若手研究協力者を加えた。  
⑶総計 12 回の会合をもち、情報の共有化な
らびに全体での検討を行ない、それを基に論

文、口頭発表、著書などのかたちで成果を公
表した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、明治後半から戦後に到る
日本の近代化過程のなかで人々が、自己自身
のイメージをどのような形で産出していっ
たのか、その具体相を明らかにしたところに
ある。扱われた知識人・芸術家を挙げるなら
ば、以下のとおりである。 
荒正人、石川淳、伊東忠太、井出薫、稲垣足
穂、今泉定助、梅本克己、大川竹雄、岡本太
郎、亀井勝一郎、九鬼周造、小林秀雄、瀧口
修造、田中英光、田村俊子、陳澄波、鶴見俊
輔、寺山修司、東郷青児、東野芳明、戸坂潤、
西谷啓治、服部之総、針生一郎、二葉亭四迷、
星野輝興、松本竣介、真下信一、丸山真男、
三木清、宮川淳、村上重良、村野藤吾、柳宗
悦、山崎正和、与謝野晶子、吉田鉄郎、和辻
哲郎など。 
成果の具体的内容は、公表された論文・著
書などによるほかないが、大略を述べれば、
次のとおりである。 
あらゆるものの有用化としての近代化・科
学技術化がもたらした旧来の生の地盤の喪
失は、その空白を自ら生み出した虚構によっ
て埋めようとする動きを人間存在に対して
要求するようになった。本研究が「主体性」
概念の基本構造として明らかにしたのは、自
己の地盤の表象を自ら創出する、そうした生
の在り方である。《主体性》という言葉その
ものは、1930 年頃 Subjektivitaet の翻訳語
として現われるとしても、地盤のない自己が
虚構を以て自己を支えるという、この構造に
着目するならば、その淵源は、明治日本が近
代国家としての体を備えるようになった
1890 年前後にまで遡ることができる。 
本プロジェクトに属する個々の研究は、こ
の水源域から流れ出た自己造形の運動が生
み出すさまざまな光景を、明治末期から大正
にかけての個人主義、戦前昭和期のコミュニ
ズムや民族主義、あるいは戦後民主主義と二
つの安保改定を経過してのその変容などを
エポハールに意識しつつ、また当然ながら学
際的に明らかにしたわけである。自己造形の
そうした流れを辿ってみると、そこには細か
な差異が見出せるのであり、その摘出記述が
研究の実質を形造ったといってよい。 
一、二例を挙げれば、「個人」という存在
に価値を置くことによって、空白を埋め合わ
せたという点では、20 世紀初頭に現われた夏
目漱石も『白樺』派も同様であるが、過去の
ものとなった家共同体に基づく「明治日本」
というもう一つ別の虚構に対しては、これへ
のノスタルジーを森鴎外とともに共有した
漱石と、この虚構を対立極として、「人類」
に直接つながる「自己」イメージを構成した
『白樺』派とでは、本質的に異なっている。
また戦後 1950 年代から 70年代に主体性のジ
ャルゴンを共に口にした岡本太郎と寺山修



司の間には、直接のコンタクトがあったが、
二人を比較してみるならば、虚構された地盤
への関わりのちがいが、明らかになる。ごく
簡潔にいえば、それは、虚構を生み出す力に
対する楽観的信頼をもつ前者と虚構がこの
力に宿命的にまとわりつくことを自覚して
いた後者というかたちで、明らかになる。 
他にも見出しうる精神史的差異に目を凝
らすことによって、虚構そのものが生み出さ
れるもう一つ深い場所も見えてくる。それは
一般的ないい方をすれば「時間」だが、それ
自身捉えられないこの現象にいかにかたち
を与えるのかが、人間的生の造形のもっとも
基本的な層をなす――このことが、今回の研
究によって得られた基本的な見解であり、次
に課された研究課題の核心をなすこととも
なった。 
加えて、形式的な側面とはなるが、成果と
見なすべきこととして、本研究がもう一つ意
図した研究成果の国際的発信に関して、以下
3点を挙げておきたい。 
まず第一に、非日本語による学術論文を少
なからず、生み出すことができたのは、報告
に値することと思われる。その内のいくつか
は、下記 5「主な学術論文等」に挙げたが、
2015 年 3月の時点では、間に合わなかったも
のの、代表者が海外研究協力者二名とともに
編纂し、代表者ならびに分担者二名とともに
執 筆 参 加 し た 論 文 集 Wort und Bild 
Assimilation/Japan und Moderne が近くベル
リンの書肆から出版される。また代表者なら
びに分担者三名の論文が中国語に訳され、中
華民国で公刊される計画が進んでいること
も付記しておく。 
国際的発信の成果として二点目は、上記論
集のもととなった国際会議をチューリヒ大
学で行ったこと、さらに国立台湾大学芸術史
研究所との共同企画として、二回の研究会合
を中華民国の研究者とのシンポジウムのか
たちで同大学で行ったことである。後者は、
今後とも持続的に共同研究を行っていく予
定である。代表者、分担者による招待学術講
演も、数多く実施することができたが、これ
も共同研究の地盤確立に寄与したこととし
て、挙げておきたい。 
三点目は、海外研究協力者 5 名(ドイツ、
スイス、中華民国、韓国)を招待し、会合で
研究報告を受けたことである。内 1名チュー
リヒ大学准教授シモン・ミュラーは、二カ月
日本に滞在し、京都工芸繊維大学国際訪問研
究員として共同研究を行なう一方、研究成果
を獨協大学、名古屋大学などでも講演のかた
ちで公表した。またレーゲンスブルク大学准
教授ロビン・レームの科研会合での報告は、
論文のかたちに改稿され、社会芸術学会機関
紙『社芸堂』第 2号で公刊された。 
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